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０．６以上（文科省では０．７以上） 倒壊又は崩壊する危険性が低い 判定 Ａ

０．３以上～０．６未満（文科省では０．７未満） 倒壊又は崩壊する危険性がある 判定 Ｂ

０．３未満倒壊又は崩壊する危険性が高い 倒壊又は崩壊する危険性が高い 判定 Ｃ

耐震２次診断結果
備考

建築 面積
判定年度 （㎡） 年度

小中学校の耐震診断の結果表（Ｈ２２年度診断）

学校名 棟用途 棟番号 構造

Ｓ51

校舎 H22

階数 診断 ＩＳ値

緑小学校

Ｓ33 ＣＢ 1 339

西小学校

ＲＣ 3 2,053⑯

0.70

ＲＣ 669 0.73 Ａ

0.65 Ｂ

※２ ＩＳ値とは、地震力に対する建物の強度や粘り強さなどの耐震性能を表す指標で、大きい数字ほど耐震性能が高くなります。

◎ＩＳ値の判断基準（震度６強から震度７程度の大地震に対して）

0.32 Ｂ

凌雲中学校 校舎 ＲＣ 3

文部科学省では、学校としての特殊性と地域の避難場所としての機能を加味して、安全の目安を０．７以上としています。

※３ 上記 ※２より、ＩＳ値の判断基準のそれぞれの分類毎に「判定」をＡ，Ｂ，Ｃと定める。
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Ｓ55

⑲－1 Ｓ55 3

1,042 H22


